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2 )一方杭i補対塩基であるアデニンを含む・連の関連高分子についても合成を行ない，広い pH 領
域にむけるアデニン聞の分子内相互作用を検J~Í し，相互作用の'l"I: t'tが pH の変化によって大きく
影響されることを明らかにしている。
3 )分子内の特呉的相互作用が主鎖と側鎖の聞に隔離基を合むチミンのモデル高分子晶については，
塩基聞の分子内相互作用が強められることを見出している。また アデニンのモデル高分子につ
いてはこのような隔離基の効果が，チミンの場合と呉なることをJZめている。
以上の結果は，生化学的，薬Jjそ的に興味ある核酸塩基の相互作用を-連のモデル高分子a を用いて研
究し， r自分子の構造と機能との関連を明らかにしたもので，工業化';::的応用への可能性も期待でき，
合成化学的にも，また自分-f-化学的にも貢献するところが大きし~よって本論文は博士論文として価
{直あるものと IiZめる。
